
学校番号 1002 

令和３年度 商業科 

 

教科 商業 科目 簿記 単位数 4単位 年次 2・3年次 

使用教科書 簿記 新訂版（東京法令出版） 

副教材等 最新段階式 日商簿記検定問題集 3級（実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

個人商店の経理事務に必要な基本知識を身につけ、財務諸表を作成できるようになることを目標

とする。また、経理に関する書類から、経営状態を読み取ることができる力をつける。 

授業は、簿記の基本である勘定科目の学習から商店の日常の経営活動、帳簿への記入、外部への

報告の順で進めていく。 

検定試験を取得するためにも、あわせて発展講座をとり一年を通して学習することが望ましい。 

 

２ 学習の到達目標 

簿記に関する基礎的・基本的な知識や技術を身につけ、しくみを理解し適正な会計処理を行うこ

とを主体的・合理的に行い、経済社会の発展に寄与する能力と態度を育てる。 

 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

簿記について関心を

もち、適正な会計処

理を行うことを目指

して主体的に取り組

もうとするととも

に、会計処理を行う

実践的な態度を身に

付けている。 

適正な会計処理を行

うことを目指して思

考を深め、基礎的･基

本的な知識と技術を

基に、ビジネスの諸

活動に携わるものと

して適切に判断し、

表現する創造的な能

力を身に付けてい

る。 

簿記に関する基礎

的･基本的な技術を

身に付け、適正な会

計処理を行うことを

合理的に計画し、そ

の技術を適切に活用

している。 

簿記に関する基礎

的･基本的な知識を

身に付け、その基本

的な仕組みについ

て理解している。 

評
価
方
法 

小テスト 

定期テスト 

プリントや問題集の

提出など 

小テスト 

定期テスト 

プリントや問題集の

提出など 

小テスト 

定期テスト 

プリントや問題集の

提出など 

小テスト 

定期テスト 

プリントや問題集

の提出など 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４.学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
月 

簿
記
の
基
礎 

資産･負債･純資産 

収益･費用 

仕訳・勘定 

仕訳帳・総勘定元帳 

○ ○   a:企業のさまざまな経営活動

を帳簿に記録･計算･整理する

方法を身につけようとしてい

る。 

b:簿記上の取引である資産･負

債･純資産の増減、収益･費用の

発生に応じて、取引要素の結合

関係を判断し、正しい勘定科目

の位置と金額をきめることが

できる。 

c: 勘定の記入法に従い、仕訳･

転記することができる。 

d:貸借平均の原理を理解し、確

かめることができる。また、適

切な財務諸表の作成ができる。 

 

小テスト 

定期テスト 

提出物 

 

５
月 

諸
取
引
の
記
帳 

現金・当座預金・小口現金 

３分法（商品売買） 

仕入帳・売上帳 

商品有高帳･手形 

  ○ ○ 

６
月 

決
算 

その他の債権・債務 

有価証券 

貸倒・減価償却 

資本金･税金 

損益計算書･･貸借対照表 

○ ○ ○ ○ 

７
月 

伝
票 

起票 

仕訳帳･元帳への記入 

集計･管理 

○   ○ a: 仕事の効率化を図る伝票の

起票方法を身につけようとし

ている。 

b:取引に応じて適切な伝票を

利用することができる。 

c:正しく起票できる。 

d:起票から、帳簿への記入、ま

た、集計・管理ができる。 

小テスト 

定期テスト 

提出物 

 

８
月
・９
月 

形
式
別
問
題 

仕訳 

帳簿 

決算 

伝票 

○ ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


